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 本論文では，第 1 章で有機半導体の物性発現における集合構造の重要性について述べ，





では，分子間力の強い DNTT や Picene に注目する．その薄膜のバンド構造の制御を目的
とし，基板のテンプレート効果を利用した分子配置の精密な制御による分子軌道の重なり





















 均一な構造の Pc 単分子膜を作製するため，Pc 分子と構造の対称性が近く，不活性な
Cu3Au(001)表面を用いた．Cu3Au(001)表面上に，フッ化銅フタロシアニン（F16CuPc）単
分子膜を作製し，そこに K を段階的に蒸着した．K 蒸着に伴う単分子膜の構造および電子
状態の変化は，走査型トンネル顕微鏡（STM）および光電子分光法（UPS）を用いて計測し
た．UPS 計測には PF の BL3B を利用した． 
 
4-3 結果と考察 
 Cu3Au(001)上に蒸着された F16CuPc は，基板に対して平行に吸着し，正方形のユニット
セルを形成した．ドメインバウンダリーや欠陥の少ない均一な構造の単分子膜が得られた．
作製した単分子膜に K を蒸着していくと，フタロシアニン分子と K とによる新しい秩序構
造が形成された．F16CuPc 分子あたりの K 混合比 x が約 1 の場合は一次元状の構造が形成
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 次に，構造を決定した試料の電子状態を計測した．図１に F16CuPc 単分子膜の，K ドー








から，Pc への K ドープにおける導電性変化には，単分子膜の分子配列変化が大きく寄与し
ており，モデル系を用いた構造研究の重要性が示された． 
 
図 1 アルカリドープに伴う F16CuPc 単分子膜の再配列および無秩序化の様子と，電子状態の変化 
 
5 結晶性有機半導体薄膜のバンド構造と分子配列の関係  
5-1 背景 
 高性能有機トランジスタ材料の開発に向け，ルブレンや Picene，DNTT などの，分子間
力が強く結晶性が良好である，新奇な有機半導体低分子が注目を集めている．近年，これら






















子科学研究所の放射光施設 UVSOR のビームライン BL-2B を利用した（課題番号 29-509）．





















図２ Au(111)上に作製した DNTTPicene 単分




おいても同様の結果が得られ，DNTT や Picene 分子は，単分子膜においても単結晶に近い






 次に，Ag(110)基板を用いることで，DNTT および Picene 分子膜中の分子配列を変調さ
せた．両分子ともに，基板の[1-10]に沿って一次元上の構造を形成し，列方向と垂直の方向













ら今回計測された軌道は HOMO-1 と HOMO-2 であり，
HOMO－２にバンド分散が形成されたと考えられる．固体中












6 有機 EL 薄膜の分子配列と発光特性の関係 
6-1 背景 
 有機 EL 分子は次世代発光材料として注目されており，すでに市場投入がなされ始めてい
る．有機 EL の発光効率（外部量子効率）は，内部量子効率と光取り出し効率の積で定義さ




















分光（NEXAFS）を用い，それらの計測には PF BL13B を利用した．さらに，４CzIPN 薄




























 UPS と NEXAFS を用いて，Ag(111)上の４CzIPN 単分子膜と厚膜の電子状態を計測した









分子膜を作製した（図 6）．作製した薄膜の PL スペクトルは，540nm 付近にピークを示し，











図 5 Ag(111)上に作製した，４CzIPN,２CzPN, および５
CzBN 単分子膜の STM 像 
 
図 6 SiO2 基板上に作製した４CzIPN 分子膜
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